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令和６年５月１７日 

産業経済部戦略セールス局 

観光魅力創出課観光政策係 

電話 027-226-3381 内線 3381    

 

 

令和６年ゴールデンウィーク期間中の入込客・宿泊客等の状況について 
 

 

１ 調査対象期間 

  令和６年４月２７日（土）～５月６日（月）の１０日間 

 

 

２ 観光客・宿泊客等の状況について（各調査地点の数値は次頁のとおり） 

（１）県内の主な観光施設３３カ所の入込客数 

入込客数 １日平均入込客数 

１,０９３,２１４人 １０９，３２１人 

前年比 ※ (参考)令和元年比 ※ 

９７．５％ ７４．５％ 

※調査地点をそろえた場合における比率によるもの。 

 

（２）県内の主な温泉地９カ所の宿泊客数 

宿泊客数 １日平均宿泊客数 客室稼働率 ※ 

１８１,６６８人 １８，１６７人 

前年比 令和６年 令和５年 令和元年 

１１６．１％ ７６．９％ ７２．６％ ８８．４％ 

  ※客室稼働率＝宿泊部屋数÷所有部屋数 

  ※客室稼働率の算出方法を、温泉地の平均から全体の平均に変更 

 

３ 概況  

    新型コロナウイルスの５類移行後、初めてのゴールデンウィークを迎え、物価高騰の影響もあったも

のの、入込客数は前年並、宿泊客数は前年より増加となった。 

 

（１）県内の主な観光施設の入込客について 

・花の開花時期等の影響により、前年よりも入込客数が減少している観光施設もあるが、前年より入込客

数が増加している観光施設も多くあり、一日当たりの平均入込客数は前年並みとなっている。 

 

（２）県内の主な温泉地の宿泊状況について 

・新型コロナウイルスで休業していた宿泊施設の営業再開等もあり、県内の主な温泉地における１日平均

宿泊客数は前年比較で１１６．１％の増加となった。 

・客室稼働率においても７６．９％で前年比＋４．３ポイントとなっており、コロナ後増加傾向が続いて

いる。 
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